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論　　文　　の　　要　　旨

　タンパク質のリン酸化反応は，タンパク質の機能発現，ひいては細胞機能の調節機構に深く関わ

る反応であるにもかかわらず，植物材料を用いて，タンパク質のリン酸化と生理反応との相関を取

り扱った研究は皆無に等しい。

　本研究はアオウキクサを用いて，タンパク質のリン酸化反応をつかさどるプロティンキナーゼを

抽出。分離し，特性の検討を行うと同時に，花芽形成時における活一性の変動を調べ，その生理的役

割について論じたものであり，4章から成る。

1）第一章では，可溶性画分にcyc1ic　AMP■（c－AMP）依存型のプロティンキナーゼが存在するこ

とを明らかにしている。in　vitroでのタンパク質のリン酸化を調べ，c－AMPの添加により数種のタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ンパク質のリン酸化が著るしく促進される事実をふまえ，［田一8－N・一c－AMPによるphotoaffinity

法を用いて，分子量85kのc－AMP緒合プロティンキナーゼの存在を確認している。また，可溶性

画分にはこのほかにも王65kと145kのプロテインキナーゼが存在し，前者はc－AMPによりその活

性が阻害され，後者はc－AMPと無関係にリン酸化反応を行うこと．も示している。

2）第二章では，分離した3種の可溶性プロティンキナーゼのそれぞれにつき，pH依存性，金属

要求性，植物ホルモン（サイトカイニン）の影響などを調べ，特性についての検討を試みている。

また85kのc－AMP依存型のプロティンキナーゼは，c－AMPを処理してもその分子量に変化はなく，

動物でよく知られているプロティンキナーゼとは異なり，c－AMPにより調節sub㎜itと触媒sub一

㎜itとに解離しない性質のものであり，2量体として存在することを示唆している。
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3）第三章では，膜結合性プロティンキナーゼの抽出・分離・分子量の決定，pH依存性，金属要

束性などを調べ，その特性を明らかにしている。蕉糖連続密度匂配遠心法とMg2＋sh1ft法を組み合

わせ，このプロティンキナーゼが小胞体膜に結合していることを示しヨ活性に対する至適頑は

　　　　　　2＋　　　　2ヰ　　　　2＋
9．O～9．5，Mlg，CO，Mg　によりその活性が著るしく促進され，cyc1ic烈uc1eo胴esによる影響は

ないことなどを明らかにしている。

　また，in　Vitroでのタンパク質のリン酸化反応によりヨこのプロテインキナーゼによりリン酸化

されるユO数種の基質タンパク質も，小胞体膜に存在し，墓質特異性も少ないことを示唆している。

4）第四章では，花芽形成誘導条件下，非誘導条件下においた植物体の各生育段階での上記4種の

プロティンキナーゼの活性変動，基質タンパク質のリン酸化の相違を比較検討している。

　花芽形成誘導条件下では，可溶性画分に存在する85k，145kのプロティンキナーゼの活性が花芽

形成に先だち著るしく増加することを示し，花芽形成反応にこれらプロティンキナーゼの浄性増大，

ひいては墓質タンパク質のリン酸化が重要な役割を担っていることを論議している。

審　　査　　の　　要　　旨

　合成されたタンパク質の多くが，細胞内においてその機能を発現するために，種々の修飾を受け

る事は知られている。タンパク質のリン酸化反応はその一例であるが，植物においては，細胞機能

の調節機構との関係については全く明らかにされていない。本研究で，植物材料を用いては初めて

c－AMP依存プロティンキナーゼを検出し，さらに小胞体に存在するプロティンキナーゼを検出し

た事は，今後のタンパク質の機能発現，生理反応の解析に大いに寄与するものとして高く評価され

る。

　また，花芽形成反応との相関を論議した本研究のもくろみは，植物の形態形成反応をタンパク質

の機能発現の面から追跡する可能一性を示唆したものとして，植物生理学の発展に大きく寄与するも

のと思われる。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものとみとめる。
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